
◆障害者の状態やニーズに応じた適切な支援が効率的に行われるよう、障害種別ごとに分立した33種類の

既存施設・事業体系を6つの日中活動に再編。

・「地域生活支援」、「就労支援」といった新たな課題に対応するため、新しい事業を制度化

・24時間を通じた施設での生活から地域と交わる暮らしへ（日中活動の場と生活の場の分離）

・入所期間の長期化など、本来の施設機能と利用者の実態の乖離を解消。このため、1人1人の利用者に対し、

身近なところで効果的・効率的にサービスを提供できる仕組みを構築

○ 重症心身障害児施設（年齢超過児）

○ 進行性筋委縮症療養等給付事業

○ 身体障害者療護施設

○ 更生施設（身体・知的）

○ 授産施設（身体・知的・精神）

○ 小規模授産施設（身体・知的・精神）

○ 福祉工場（身体・知的・精神）

○ 精神障害者生活訓練施設

○ 精神障害者地域生活支援センター

（デイサービス部分）

○ 障害者デイサービス

新体系へ移行

利用者は以下から一、ないし複数

の事業を選択

【介護給付】

①療養介護

（医療型）

※医療施設で実施

②生活介護

（福祉型）

【訓練等給付】

③自立訓練

（機能訓練・生活訓練）

④就労移行支援

⑤就労継続支援（A型・B型）

【地域生活支援事業】

⑥地域活動支援センター

日中活動 居住支援

障害者支援施設の

入所支援

又は

居住支援サービス

（グループホーム、

福祉ホーム）

2. 施設・事業体系の見直し

旧サービス

新サービス
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